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第9回GEOSSアジア太平洋シンポジウム開催概要
1. 期 間： 平成29年1月11日（水）- 13日（金） ＊最終日は午前中のみ

2. 主 催： GEO事務局、日本

3. 場 所： 東京国際交流館

4. 目 的： アジア太平洋地域におけるGEOSSの普及及び推進に向けた情報交換の場を提供することにより、同地域における
研究者コミュニティを育成し、アジア太平洋地域特有の環境問題等への共通理解を深めるとともに、課題解決に向けた具体
的な行動につなげるための議論を行う。

5.   テーマ： アジア太平洋地域における持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実施を支援する地球観測

6.   アジェンダ（案） ：
第1日目（1月11日（水））
開会挨拶（GEO事務局）
開催国挨拶（文部科学省）
基調講演1 「アジア太平洋地域における持続可能な開発とＳＤＧｓ（仮称）」

（サンジャースレン・オヨーン国連環境計画（ＵＮＥＰ）国連環境総会議長兼世界水パートナーシップ議長）
基調講演2 「ＳＤＧｓの実施に貢献する科学技術（仮称）」（岸輝雄外務省参与（外務大臣科学技術顧問））
GEOSS活動報告（GEO事務局）
特別セッション１「SDGs等の地球規模課題と地球観測の役割」
アジア・オセアニアGEOSS イニシアティブ概要紹介
参加国・地域からのGEOSS関連活動報告（各国10分程度想定）
レセプション

第2日目（1月12日（水））
分科会セッション（WG1：アジア水循環イニシアティブ、WG2：生物多様性ネットワーク、
WG3：炭素・温室効果ガスイニシアティブ、WG4：海洋観測、WG5：食糧安全保障）

第3日目（1月13日（金））
分科会からの報告
特別セッション2「アジア太平洋地域における地球観測とSDGs」 及び シンポジウム議論総括（宣言文採択）
閉会挨拶（GEO事務局）
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GEOSS アジア太平洋シンポジウム

アジア太平洋地域におけるGEOSSの普及及び推進
に向けた情報交換の場を提供することにより、同
地域における研究者コミュニティを育成し、アジア
太平洋地域特有の環境問題等への共通理解を深
めるとともに課題解決に向けた具体的な行動につ
なげるための議論を行う。

目的 分科会の構成

GEO事務局、日本、ホスト国（隔年）が主催する。

WG1: アジア水循環イニシアティブ (AWCI)
WG2: アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク

(AP-BON)
WG3:GEO炭素・温室効果ガスイニシアティブ
WG4: 海洋観測及び社会
WG5: 農業と食料安全保障(GEO-GLAM)

オーガナイザー

開催実績
第1回(2007年）: 東京 https://www.restec.or.jp/geoss_ap1/

第2回(2008年): 東京 https://www.restec.or.jp/geoss_ap2/

第3回(2009年）: 京都 https://www.restec.or.jp/geoss_ap3/

第4回(2010年）: バリ（インドネシア）
第5回(2012年): 東京 https://www.restec.or.jp/geoss_ap5/

第6回(2013年): アーメダバード（インド）
第7回(2014年):  東京 https://www.restec.or.jp/geoss_ap7/

第8回(2015年):  北京（中国） http://www.sasmac.cn/AP-GEOSS8/

次回開催日程
第9回:2017年1月11-13日 （於 東京）

（参考）
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